










要旨:監察医制度のない地区の現状を把握すべく、異状死体届け出からみた乳児急死につ

いて、個々の事例の死亡状況を中心とした調査を行い、その中から特に非剖検事例及び死

亡状況調査に関する問題点を検討した。非剖検例の死因の不確実さ自体は十分予想された

ことであり、今回の集計にも診断された推定死因に疑問の残るケースも認められた。ただ、

乳児急死に関しては死亡状況の把握が剖検と同様、重要な死因判断の指標になるため、た

とえ非剖検例であっても、死亡状況から鼻口部閉塞や酸素欠乏による窒息の是非を問える

事例が少なからず含まれていた。このことは、剖検の有無とは別に、死亡状況においても

細かな情報収集と慎重な判断が必要とされることを示唆している。


